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本書の使い方

本書は特集に加え13章による構成で、DTPと印刷業界全般に関する知っておくべき情報を解説しています。パソコンやソフ

トウェアなどから、デザインの手順、出力や製版などのテクノロジーまで、多くの事柄を網羅しています。

必要な箇所を確認し、そのテーマ内容を理解できるように、構成は1テーマ1見開きが基本となっています。初心者からプロと

して活躍されている皆様まで、広く活用いただけます。

❶ 各分野、第一線で活躍するプロフェッショナルによる執筆

❷ 3DCGによるイラストや、写真などで理解度が深まる

❸“1見開き1テーマ”を基本にした構成

❹ 関連用語により、補足的な知識が身につく

11用紙と印刷オフセット枚葉印刷機のしくみ

273

関 連 項 目 08
プ
ル
ー
フ

10
デ
ジ
タ
ル
印
刷

13
印
刷
と

エ
コ
ロ
ジ
ー

09
デ
ジ
タ
ル

プ
リ
プ
レ
ス

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

12
製
本
・
後
加
工

11
用
紙
と
印
刷

272

排紙装置
（デリバリ）
刷り上がった紙を積
み重ねていく

制御パネル
印刷機を制御するための液晶デ
ィスプレイと複数の操作ボタンを
備えている

ドライヤー部
紙に温風を当ててインキ
を乾かす。もしくは紫外線

（UV）で硬化させる

Yユニット
Mユニット

Cユニット
Bkユニット

裏面印刷ユニット

給紙装置（フィーダ）
圧搾空気と負圧を利用して、積み重なっ
た枚葉紙から正確に1枚ずつ引き上げ
て印刷ユニットに送り込む

用紙反転装置
複数並んだ印刷ユニットの途中で用紙を反転させ
ることで両面印刷に対応する。イラストの印刷機
では、最初の印刷ユニットと2番目の印刷ユニット
の間に反転装置を組み込んであり、1回通しで表
面4色＋裏面1色の印刷が可能。同じ構成で、用
紙を反転させなければ片面5色刷にも対応できる

パウダースプレー装置
積み上げられる用紙間のインキの写りを
防止するため、印刷面にコーンスターチ
を主成分とするパウダーを散布する

用紙の流れ

印刷適正
紙、インキ、湿し水などの材料類が、正
常な印刷物を作ることができるように保
っていなければならない性質。紙に対す
るインキの印刷特性、インキと湿し水の
印刷適正など幅広く使われる言葉。

印圧
版面から用紙にインキを転移させる際
に加える圧力のこと。オフセット印刷の
場合は、ゴムブランケットを版胴に加圧
圧縮するという工程が加わる。印圧の
程度は、ゴムブランケットの圧縮量で表
すことが多い。圧が強すぎるとドットゲイ
ンが大きくなる要因となる。

キーレス
以前のオフセット印刷機のインキ壷に
は、インキ供給量を調整するネジツボが
並んでいた。刷り上がりの調子を印刷
段階で微調整するためのものだ。最新
の印刷機はキーレスといってネジツボが
なくなっている。印刷機の設定はつね
に一定とし、CTPによる刷版作りのレベ
ルで刷り上がりをコントロールするので
ある。

ウォーターレスオフセット
PS版の非画線部をシリコンなどのイン
キ反発性物質で形成することで、湿し水
を不要としたオフセット印刷。湿し水によ
るインキのにじみがないので印刷品質
が高く、また湿し水関連の管理の面倒
もない。

版胴 
印圧

ゴムブランケット 

ブランケット胴 

ゴム層（インキ受容）
スポンジ層（圧縮）

綿布層

CMYKプロセスカラー印刷に最低必要
な印刷ユニット数は4つだが、特色など
を加えた多色印刷や両面印刷のため、
ユニットや用紙反転装置の追加が可能
な印刷機もある。8つの印刷ユニットで
は中央に用紙反転装置を組み込むこと
で、両面4色カラー印刷が可能となる。

片面印刷時の用紙の流れ
ハイデルベルグ社の用紙反転ユニットは、ストレート（片面印刷モ
ード）モードにも切り替えられる。この場合、反転胴の爪は紙「頭

（先端）」をくわえることになる

両面印刷時の用紙の流れ
紙が倍胴の下側まで回り込んだとき、紙の「尻（後端）」を反転胴
の爪がくわえて引き上げる。紙は下に回り込んだ時点で反転して
いることに注意

ブランケット胴 ブランケット胴
紙（表面）

尻くわえ

圧胴

渡し胴

倍胴紙（裏面）

爪

圧胴

イエロー マゼンタ シアン ブラック イエロー マゼンタ シアン ブラック

用紙反転装置

用紙の進行方向

両面印刷が可能な枚葉印刷機

インキ壷
インキ元ローラーがインキ
壷のインキをすくって練りロ
ーラーに供給する

カートリッジ式インキ
インキ壷の上を左右に移動しなが
らインキをインキ壷に供給する

インキ元ローラー

練りローラー
複数のローラーによって
インキが練られ、薄いイ
ンキの皮膜になる

着けローラー
版にインキを付着させる

湿し水装置
版の非印刷部にインキ
を反発するための湿し水
を供給する

クリーニング装置
印刷終了後にブランケッ
ト表面に残っているイン
キを除去する

版胴
刷版を巻き付けるドラム

ブランケット胴
弾力のあるゴム質のブランケットを巻き付
けてあるドラム。刷版上のインキはブラン
ケットを介して用紙に転写される

圧胴
紙を巻き付けて、ブランケット胴に
密着させることで印刷を行う

渡し胴
印刷ユニット間で紙を搬送するドラム。
印刷ユニット間はある程度の距離がある
ため、渡し胴は直径が大きく、また複数の
渡し胴が組み合わされている場合もある

くわえ爪
圧胴と渡し胴には、用紙をしっかりと固
定するためのくわえ爪をもっている 用紙の流れ

印刷ユニット

■ 枚葉5色印刷機の構造

OVER
VIEW

世界の印刷物の大部分はオフセット印刷機で刷られている。大
量印刷を行う際に、もっとも単価と時間を抑えられるためだ。
現在のオフセット印刷は、CTP（DTPシステムと連動した直

接製版システム）が確立していることや、印刷機の自動刷版交
換システムと色管理システムによって、短時間で多種の印刷に
対応できることが大きな特徴となっている。

　オフセット印刷では、まず油性のインキと湿し水
の反発を利用して平版上にインキ画像を形成す
る。次に、インキ画像をブランケットと呼ばれるゴム
質の中間媒体に転写する。最後にブランケットを
用紙上にスタンプするように印刷する。ゴム質の
ブランケットを介するため、用紙へのインキの転写
性に優れている。ちなみに、刷版と用紙の位置が

離れていることがオフセット印刷の名前の由来だ。
　刷版、ブランケット、用紙がそれぞれ大型のドラ
ムに巻き付けられ、これらが連なって高速回転して
連続印刷が可能となっている。各印刷ユニットは
1色の印刷を行う。印刷ユニットを複数並べて、そ
れぞれに色の異なるインキをセットすることで多色
刷りを可能にしている。

　両面印刷に対応するオフセット印刷機には、複
数並べた片面印刷ユニットの間に用紙の裏表を
反転させる装置を配置するものと、上下に印刷ユ
ニットを配置して両面を同時に印刷するものがあ
る。このページに示した印刷機は前者である。
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わる全員が共通の知識をもって進めなければ印刷物の品質は保てなくなっている。安定した

品質を維持するためには、制作サイドも、印刷サイドも、お互いの世界をより深く理解し、コ

ミュニケーションを図ることが必須となっている。

DTPと印刷のしくみを知る

13 印刷とエコロジー

10 デジタル印刷

11 用紙と印刷

12 製本・後加工



DTP&印刷 スーパーしくみ事典 2016カラー図解

巻 特頭 集

2015-2016年のDTP&印刷を読み解く

最新トピックス

110
巻頭特集では、2015年の重要トピックを、各分野の第一線で活躍する専門家の方々にまとめていただ

いた。ここでは、紙媒体と電子媒体にまたがる幅広い分野を網羅し、重要キーワードを通して最新トレ

ンドを俯瞰できる内容になっている。読み方は自由で、必要な分野やトピックだけを拾い読みするこ

ともできる。日々忙しい業務に追われる方にとっても重宝するページになっている。お時間のある時

に広げていただければ幸いである。

2015年を振り返ると、「クラウド」や「モバイル」という言葉が重要キーワードとして目立った一年で

あった。ネットワークを活用した新しいワークフローが盛んに提唱され、普及し始めている。一例をあ

げると、Adobe CCが提唱するワークフローでは、出先のミーティング時であっても、デザイナーはタ

ブレットを使って簡単なラフスケッチをその場で起こし、クライアントの承認を得ることができる。

そのスケッチは、クラウドを経由してオフィスのPCで開いて再編集できる。顧客とのコミュニケー

ションが迅速、スムーズに行える、夢のような制作環境が身近になってきた。PCのタブレット化が進

む現在、モバイルアプリや周辺ツールの開発に注目していくことが今後重要になってくるだろう。

一方で、伝統的な技法への再評価の風潮も見逃せない。活版印刷を使った印刷表現を求める声も高

まっており、こうした声は特に若い人たちの間で顕著だ。電子書籍などのデジタルコンテンツが当た

り前に普及した現在、紙の良さを改めて実感する機会も増えているのだろう。本当に良いものを見極

める多角的なものの見方や発想力が今後ますます必要になってくるのではなかろうか。
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　Adobe Creative Cloudメンバーシップに加入すると、個人版20GB、グ
ループ版100GBのクラウドスペースが割り当てられる。ここは、単なるファイ
ルの倉庫だと思っている方もいるかもしれないが、それは大きな間違い。実
際にブラウザで表示させてみると分かるが、「ファイル」「モバイル作品」「ラ
イブラリ」と大きく3つのエリアに分かれているのが確認できる。
　「ファイル」は、まさに自由にファイルを管理できるスペースで、他のユーザ
ーと共有して使用することもできる。共有して作業すれば、いちいちファイル
を送る手間を省くことができるため、グループワークにも最適だ。また、意外に
知られていないのが、ファイルを過去のバージョンに戻すことができる機能も
用意されている点。10日前までという制限はあるものの、「前の校正の時の
状態に戻して」なんていうリクエストにも簡単に応えることができる。
　「モバイル」は、Adobe Comp CCやIllustrator Draw、Photoshop 
Fix、Photoshop Mix、Photoshop Sketchといったモバイルアプリで作
成したアセットが保存されるスペースだ。通常は特に気にする必要はないが、
ブラウザ等からもモバイル作品を管理することができる。
　「ライブラリ」は、PhotoshopやIllustrator、InDesign等のCC Libraries
パネル（Photoshop、Illustratorはライブラリパネル）で使用するアセットが
保存されているスペース。各アプリケーションは、このスペースを経由してアセ
ットの同期を行っている。もちろん、他のユーザーと共有することもできるため、
グループワークで使用するパーツ類の管理にも最適。元のファイルを更新さ
えすれば、そのファイルを使用したドキュメントすべてを簡単に修正できる。

Adobe Creative Cloudデスクトップアプリでは、［フォルダーを
開く］または［Webで表示］のいずれかを選択して、クラウドスペー
ス内のファイルを表示・管理できる

クラウドスペース内の「ファイル」を表示させた状態。フォルダ
ー左上の数字は、共有している人数を表す

クラウドスペース内の「モバイル作品」を表示さ
せた状態

クラウドスペース内の「ライブラリ」を表示させた
状態

Adobe CCの最新技術＆サービス

　2012年5月に提供が開始されたAdobe Creative Cloudも、す
でに3年以上が経過した。当初は、「Adobeのすべてのデスクトップア
プリケーションが使用できるだけのサービス」と思っていた方も多いと思
うが、現在ではさまざまなサービスが利用できる魅力的なツールへと進
化した。ロサンゼルスで開催されたAdobe MAX 2015でも、
「Creative Sync」というキーワードが盛んに語られていたが、デスク
トップアプリとモバイルアプリ、そしてAdobeが展開するさまざま
なサービスが連携された使い勝手の良い、本当の意味で繋がるサー
ビスになったと言える。
　例えば、街に出て素敵な風景やポスターに出会ったとしよう。スマー
トフォンにインストールしたAdobe Capture CCを起動して、その風景
やポスターからカラーテーマやブラシ、ベクトルシェイプをその場で作成

することができる。作成したアセットは自分のCreative Cloud 
Librariesに自動的に保存されるため、オフィスのPCを起動すれば
特にコピーなどしなくても、すぐに仕事で使用できる。
　また、自分のイメージに合う写真をAdobe Stockで探し、イメージ
に合うフォントをTypekitで探すこともできる。これらのサービスは、
Adobeのアプリケーションから呼び出して使用することができるため、
面倒な操作をすることなく、すぐに自分のドキュメントで使用することが
できる。つまり、自分のCreative Cloudを中心に、さまざまなアプリ
ケーションやサービスを連携・同期して使用することができるのだ。こ
こ数年で起きたこれらの進化は、今後の紙やデジタル媒体制作のワー
クフローを大きく変えるものになるだろう。

▶「Creative Cloudアセット」でクラウドスペースを有効活用

▶アプリケーションを越えてアセットを登録・配置できる「Creative Cloud Libraries」

▶4500万点以上の写真・イラスト・ベクトル素材・動画を用意した「Adobe Stock」

▶クリエイター向けのポートフォリオサービス「Behance」

▶スマートフォン・タブレット端末で利用可能な「モバイルアプリ」の充実

OVER
VIEW

「Creative Cloudアセット」
個人版20GB、グループ版100GB、充実のクラウドサービス

topic

001

2015-2016 話題＆注目のトピックス110を総まとめ
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　デスクトップアプリを使ううえで、もっとも連携のメリットを感じられる機能が
Creative Cloud Librariesだ。Creative Cloud Librariesは、
Photoshop、Illustrator、InDesign等の各アプリケーションから登録したさ
まざまなアセットを、アプリケーションを越えて利用、および共有することのでき
る機能。カラーテーマをはじめ、段落スタイル、文字スタイル、ブラシ、グラフィッ
ク等の各アセットを登録できる。登録したアセットは、自動的に自分のクラウド
スペースに保存されるため、他のアプリケーションのCC Librariesパネル（ま
たはライブラリパネル）からすぐに使用可能となる（ただし、インターネットに接続
している必要がある）。常に自分のクラウドのライブラリと同期されているという
わけだ。
　また、Adobe StockやCreative Cloud Marketで入手した画像素材
や、Adobe Capture CC等の一部のモバイルアプリで作成したアセットも
Creative Cloud Librariesに保存される。まさに、アセット管理の中心的役

割を担うのが、Creative Cloud Librariesなのだ。実際の作業では、仕事
の内容に応じたライブラリを作成し、グループワークで使用するパーツ等を登
録しておく使い方がお勧め。そして、目的のライブラリを共有しておけば、使用
するパーツ等のやり取りも気にすることなくグループでの作業を進められる。仮
に使用するパーツに修正が入った場合でも、ファイルをやり取りする必要はな
い。リンクの更新さえ実行すれば、グループ内での更新の作業も終えることが
できるのだ。Creative Cloudユーザ－の方は、積極的に活用してワークフロ
ーの改善に役立ててほしい。
　なお、CC Librariesパネル（またはライブラリパネル）から配置したアセット
をリンクパネルで見てみると、雲のアイコンが表示され、クラウドとリンクしてい
ることが分かるようになっている（InDesignでは、画像自体にも雲のアイコン
が表示される）。また、パッケージを実行すれば、通常の画像等と同じように収
集できるので、ファイル管理にも役立つ。

　Typekitとは、Creative Cloudメンバー向けのフォントサービスで、2015
年12月現在、1200書体以上の欧文フォントが使用可能となっている。さら
に、モリサワ10書体、タイプバンク10書体を含む、計34書体の和文フォントも
使用可能だ。Typekitのフォントはいつでも同期／削除が可能で、デスクトッ
プフォントやWebフォントとして使用できる（すべてのフォントがデスクトップフォ
ントとして使用できるわけではないので注意したい）。なお、デスクトップフォント
として同期したフォントはAdobeのアプリケーションだけでなく、自分のマシン
にインストールしたすべてのアプリケーションで使用できるのは嬉しいポイント
だ。また、ユーザーがフォントのインストール場所を気にすることなく使えるのも
大きなメリットとなっている。
　なお、インストールしたフォント数が多く、フォントメニューからフォントを探しづ
らい場合には、Typekitフォントのみを表示するフィルター機能も用意されてい
る。また、Typekitフォントはパッケージしても収集されないが、データを渡す先
がCreative Cloudメンバーであれば、ドキュメントを開いた時にTypekitフォン
トを同期するようにメッセージが表示されても同期できるので添付する必要は
ない。データを渡す先がTypekitを利用できない場合には、フォントをアウトラ
イン化したり、PDFファイルに書き出す必要がある。

Photoshop、Illustrator、InDesign等のCC Libraries
パネル（またはライブラリパネル）では、新規でライブラリを作
成したり、ライブラリを共有することができる

Creative Cloud Librariesへのアセットの登録は、目的のオブジェクトを
選択して、CC Librariesパネル（またはライブラリパネル）上にドラッグして
行う。あるいは、パネル下部の目的のボタンをクリックしてもよい

CC Librariesパネル（またはライブラリパネル）から配置し
たアセットには、クラウドとのリンクを表す雲のアイコンが表
示される（図はInDesignのドキュメント）

Typekitフォントを追加する
には、Creative Cloudデス
クトップツールやフォントメニ
ュー、あるいは書式メニュー
からTypekitのサイトへアク
セスする。なお、Creative 
Cloudデスクトップツールか
らフォントを管理するページ
にジャンプすることもできる

Adobe Typekitのサイト。さまざな条
件を基にフォントの絞り込みが可能

フォントメニューには、Typekitフォントのみを表
示するフィルター機能が用意されている

インストールしていないTypekitフォントが使用さ
れたドキュメントを開くと、図のようなアラートが表
示され、すぐに目的のフォントを同期することがで
きる

「Creative Cloud Libraries」
アプリケーションを越えて利用可能なライブラリ

topic

002

「Typekit」
和文フォント34書体、欧文フォント1200書体以上のフォントサービス

topic

003



018

　Adobeが新たにスタートさせたのがAdobe Stockというフォトサービスだ。
実は、Adobeは似たようなサービスをCS2の時にも行ったことがあるが、この
時は外部のフォトストックサービスとの連携だったこともあり、うまくいかず消滅
した。しかし今回、AdobeはFotoliaを買収したことで、金額的にも非常にリー
ズナブルで、また使い勝手の良いサービスとして新たにスタートさせた
（Fotoliaとしてのストックフォトサービスは継続中）。
　Adobe Stockには、4500万点以上の写真やイラスト、ベクトル素材、ビデ
オ素材が用意されている。これらは、すべてロイヤリティフリーだ。金額的なメリ
ットはもちろんだが、ダウンロードした画像はAdobe Creative Cloudとも連携
させることができるため、非常に使い勝手が良い。

　一般的な利用方法としては、まず目的に合う画像を見つけたら、自分のライ
ブラリにプレビューを保存する。これをIllustratorやInDesignに配置するわ
けだが、この時点では課金されておらず、画像にはウォーターマークが入ってい
る。クライアントからOKが出た段階で実際に購入すればよいが、購入と同時
に自動的に高品質な画像に差し代わる。いちいち配置しなおす必要がないと
いうことだ。もちろん、Photoshopでプレビュー画像を加工していてもOKだ。
このように、連携という意味でも非常に使いやすいサービスとなっている。な
お、Adobe Stockは、Creative Cloudのメンバーでなくても利用できるが、メ
ンバーには割引サービスがあり、お得に購入できる。

「Adobe Stock」
4500万点以上のロイヤリティフリー素材から選べるフォトサービス

topic

004

Creative Cloudデスクトップアプリや
各アプリケーションのファイルメニュー、
CC Librariesパネル（またはライブラリ
パネル）から、Adobe Stockの画像を
検索できる（図はCreative Cloudデス
クトップアプリ）。なお、検索には、and, 
or, not 等のブール演算子を使用する
ことができる

Adobe Stockの画像は、［プレビューを保存］を実行するこ
とで、ウォーターマーク入りの画像をダウンロードして試すこと
ができる。画像は、Creative Cloud Libraries、あるいはデ
スクトップに保存することが可能だが、Creative Cloud 
Librariesに保存しておくと、ウォーターマーク入りの画像を
高品質画像に自動的に差し替えることができる

Creative Cloudデスクトップアプリから
［アセット］→［Market］を選択して、
Creative Cloud Marketを表示させる。
カテゴリー検索やワード検索が可能だ

気に入ったアセットは、ライブラリを指定し
てダウンロードできる

Creative Cloud Marketからダウンロードした
画像のサンプル。あらかじめ切り抜かれている
のが確認できる

　Creative Cloud Marketは、Creative 
Cloudユーザーが使用できるサービスで、画像や
UI、ベクトル画像、アイコン、パターン、ブラシ等、
仕事で役立つコンテンツのコレクションだ。世界
中のクリエイターが作成したアセットが用意されて
おり、非常に高品質なのが特徴。画像などは、あら
かじめ切り抜き処理されたものも多く、仕事で使用
するのに最適。毎月500個まで無料でダウンロー
ドできるので、使わない手はない。
　Creative Cloudデスクトップアプリから［アセッ
ト］→［Market］を選択すると、Creative Cloud 
Marketが表示できる。カテゴリーを指定したり、
任意の単語で検索したりして目的のアセットを探
すことができる。自分のライブラリを指定してダウン
ロードを実行すれば、すぐにCC Librariesパネル
から使用可能だ。どのようなアセットがあるのか、
一度、確認してみてほしい。

「Creative Cloud Market」
画像やベクトル素材、パターン、ブラシ等のコレクション

topic

005

Adobe CCの最新技術＆サービス

［プレビューを保存］を実行した画像は、すぐに
自分のライブラリに反映される。この画像を購
入する時は、目的の画像の上でコンテクストメ
ニューから［画像を購入］を実行する
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　Adobe Creative Cloudを利用する上で大きなポイントとなってくるのが、
モバイルアプリだ。Adobeは現在、iPhone＆iPadのiOSやAndoroid端末
用に無料のモバイルアプリをいくつもリリースしている。これらのアプリをうまく
活用することで、これまでのワークフローを大きく変えることができる。例えば、
手書きのイラストをデジタル素材として使用する場合、これまでならスキャナー
でスキャンしていたはずだ。しかし、今ならAdobe Capture CCでキャプチャす
れば、イラストをベクターデータとして自分のライブラリに保存することができ
る。データをやり取りすることなく、すぐに自分のデスクトップアプリで素材を使
用できるのだ。
　また、クライアントの打ち合わせではAdobe Comp CCが威力を発揮する。

クライアントと打ち合わせしながら、iPad上でざっくりとしたカンプを作成でき
る。これまで紙の上で行っていた作業がiPad上でできるのだ。作成したカン
プは、すぐにPhotoshopやIllustrator、InDesignに送信することができる
ので、続きの作業や修正、仕上げをデスクトップアプリで行えるのだ。これまで
のように、デスクトップ（机の上）だけでなく、外出先や電車内であってもアイデ
アをすぐに形にすることができ、それをそのまま自分のライブラリに保存できると
いうわけだ。Adobe自身もモバイルアプリには力を入れており、さらにはデスク
トップアプリにもタブレットモードが搭載されてきている。今後、ますますこの流
れは加速していくだろう。新しい時代のワークフローは、すぐそこまで来ている。
なお、各モバイルアプリに関する詳細は、P.028を参照してほしい。

　Behanceは、Adobeが運営しているクリエイタ
ー向けのポートフォリオサービス。世界中のクリエ
イターが、自身の作品を数百万件以上公開してお
り、Creative Cloudメンバーでなくても登録でき
る。FacebookやGoogle+のアカウントを使用し
て登録することもできるが、Creative Cloudメン
バーであればAdobe IDでの登録も可能だ。アッ
プロードされた作品には、Facebookのように「い
いね」ボタンを押したり、作者をフォローすることが
できる。まさにクリエイター向けのソーシャルネット
サービスだ。Creative Cloudメンバーの方は、ぜ
ひ登録して世界中のクリエイターと交流してほし
い。なお、日本語も使用可能。
　ちなみに、各アプリケーションで作成した作品
は、ファイルメニューからそのままBehanceへ公開
できる。もちろん、Creative Cloudデスクトップア
プリからも作品を公開したり、他のメンバーの作品
を閲覧したりできるので活用してほしい。

2015年12月現在、Adobeがリリースしているモ
バイルアプリ。すべて無料で提供されている

アプリケーションのファイルメニューか
らBehanceに、直接作品を公開できる
（図はIllustrator CC）

Creative Cloudデスクトップ
アプリからもBehanceにアク
セス可能で、自分の作品を公開
したり、他のメンバーの作品を
閲覧したりできる

Adobe Comp CCでは、タッチ操作のジ
ェスチャーにより、かなり高度なカンプも作
成 できる。また、Photoshop CCや
Illustrator CC、InDesign CCに送信
も可能

Adobe Capture CCでは、画像
からベクターデータやカラーテー
マ、ブラシ等を作成できる。もちろ
ん、自動的にCreative Cloud 
Librariesに保存される

Behanceをブラウザで表示させた状態。フィルターを適用
して気に入った作品を探すことができる。仕事の情報等も
ある

「モバイルアプリ」
新しいワークフローを予感させる魅力的なアプリ群

topic

007

「Behance」
自分の作品を公開できるポートフォリオサービス

topic

006
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　Photoshop CC 2014で追加された、パスに沿ったぼかし、スピンぼかし、

チルトシフトなど多彩な表現を簡単に実現する「ぼかしギャラリー」フィルター

が Photoshop CC 2015版でアップデートし、「ノイズ」パネルが追加搭載され

た。ぼかすことで消えてしまっていた写真の粒子やノイズのディテールを、

自然なノイズを自由に生成してなじませる機能だ。これまでは「ノイズを加

える」フィルターや「粒状」フィルターなどを駆使してディテールを加えてい

たが、CMYK モードでは使用できない、周囲と合わせたノイズを簡単にプレ

ビューできないなど制限も多く、また生成するノイズ形状に不満な点もあった。

　今回搭載された「ノイズ」機能は、元々写真画像のノイズ・粒子を復元す

る機能であるため非常にリアルな粒子を生成する。CMYK モードでも使える

上、プレビューも拡大・縮小してリアルタイムで確認できるため、かなり優

秀な「ノイズジェネレータ」になっている。

　このフィルタを自然なノイズ・粒子が必要なレタッチに応用すれば、今ま

でよりもかなり楽に、さらに質の高い仕上がりが期待できる。

Photoshop / Lightroomの新機能

　2015年のPhotoshopアップデートは、その内容がタッチ操作に適
したUIや、Illustratorのようなマルチアートボード、作成中の画像
をiOSデバイスで即確認できるデバイスプレビュー機能、そしてデザ
インに特化した簡素な画面モードのデザインスペースなど、よりWeb
やモバイルデバイスへの親和性を高める方向にPhotoshopが進化し
ようとしていることをうかがわせる。3Dコンテンツ編集や3Dプリンター
への対応強化も目立つ新機能だ。
　しかしそれらの目立つ機能も、Photoshopの原点である画像補正・

レタッチ機能の進化による底上げがあってこそ映えてくる。
Photoshop CS6以降の補正機能は加速度的に進化しているが、特
にPhotoshop CC 2015ではより「使える」機能を搭載し、また基本
機能の操作性やスピードも劇的に良くなった。この章では
Photoshop CC 2015搭載機能から、主にレタッチ・補正にどんどん
使っていきたい機能を紹介する。また写真管理・編集アプリのデファク
トスタンダードとなりつつあるLightroomの、バージョンCC以降の新
機能もあわせて見ていこう。

▶「ぼかしギャラリー」フィルターがアップデート、「ノイズ」パネルが搭載

▶Camera Raw がさらに進化。HDR合成とパノラマ生成に対応

▶「レイヤースタイル」機能が進化、複数の効果の重ねがけが可能に

▶GPU対応機能の拡充で、画像処理が高速化

▶Lightroom CCが顔認識機能を搭載

OVER
VIEW

新機能「ノイズ」を搭載した「ぼかしギャラリー」
topic

008

2015-2016 話題＆注目のトピックス110を総まとめ

「チルトシフト」ぼかしに、分かりやすくするためノイズを最大量追加した。ぼかしのかからない部分にはノイ
ズは生成されない。ノイズの形状やかかり具合を確認しながら周囲と合わせられるため、作業効率も格段
に向上した

ノイズパネルの「粒子」を選択した状態。設定
項目が多く、画面上でリアルタイムに確認で
き、直感的で作業効率も良い。「ソフトライト」
などの描画モードの中性色で塗りつぶしたレイ
ヤーをスマートオブジェクトにし、「フィールドぼか
し」でノイズを生成してやれば直下のレイヤー
へ簡単に粒子効果を適用できる。
的確な調整項目が揃っており、生成するテクス
チャは非常にバリエーションに富んでいる。合
成や塗りを使った修正作業の品質と作業速度
がさらに向上するだろう

ノイズパネルで生成したノイズのバリエーション。写真素材ととてもよくなじむ、自然なノイズだ
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　Photoshop CC 2015では、ドロップシャドウ、
境界線などの一部のレイヤースタイルを複数適用
できるようになった。これまで複数のレイヤーを組
み合わせるなどして表現していた複雑なデザイン
も、1枚のレイヤーのみのシンプルな構成に落とし
込める。
　レタッチの面でも恩恵がある。これまで3Dアプ
リで作成していたような合成素材を、ちょっとしたも
のであればより処理の軽いレイヤースタイルでリア
ルさを追求することも検討対象としてよいだろう。

　PhotoshopやAdobe BridgeプラグインのCamera Rawは、バージョン
9.0でCamera Raw内でのHDR合成とパノラマ生成に対応した。さらに
GPUアクセラレーションに対応したことでHDR/パノラマ生成も加速し、GPU
が対応していればスクラブズームなどの素早い拡大縮小が可能になった。特
に目を引くのが2014年末のAdobe MAX Sneak Peaksで発表、Camera 
Raw 9.1でついに実装されたDehaze（Defog）、「かすみの除去」機能だ。
もちろんこれらの新機能は、同じエンジンを積むLightroom CC 2015.1以降

でも利用可能になっている。  Camera Raw 9.2では円形補正、補正ブラシ
などの部分補正でもかすみの除去機能を使えるようになり、さらに利用範囲が
拡がった。
　Photoshop CCからすでにCamera Rawはフィルタとして使え、また
Rawデータ自体をスマートオブジェクトレイヤーとして使うこともできていたが、
「かすみの除去」をPhotoshop上で使えるようになったことでさらにレタッチの
自由度と精度は高まるだろう。

「レイヤースタイル」機能の進化でデザインワークをより効率的に
topic

010

「Camera Raw」 がさらに進化。自由でシンプルなワークフローを実現
topic

009

「かすみの除去」を左の霧のかかった風景に適用し、霧を除去してクリアにした（右）。一つのスライダ
ーのみでこの結果を得られる

「かすみの除去」が有効なのは霧だけではない。レンズに強い光が入った時にシャドウが浮いてしまう
「フレア」がかった写真や、普及価格帯のコンパクトデジタルカメラなどでよく見られる、コントラストの
低いぼんやりした写真などにも有効なので、積極的に試してみたい。
彩度がかなり上がるため、まずホワイトバランスを適正に処理したあとに「かすみの除去」を使用し、彩
度を適度に調整してやると良い結果になる

レイヤースタイルの初期状態ダイア
ログ。境界線やドロップシャドウな
ど、プラスアイコンのある効果が10
個まで増やせるようになった。使用
していない効果を非表示にしてすっ
きりと分かりやすく表示することもで
き、増やした効果同士を入れ替える
こともできる。ただ今のところは基
本の効果の順番は図の通りで、グ
ラデーションオーバーレイをカラーオ
ーバーレイの上にするなどの大項
目の入れ替えはできない

複雑なドロップシャドウや境
界線の重ねがけが簡単に。
このような表現も特別なテ
クニックを使わずに試せる
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Photoshop / Lightroomの新機能

　「コンテンツに応じる」系機能、塗り潰しやスポット修復ブラシ、パッチツー
ル、コンテンツに応じて拡大・縮小などは、Photoshopのバージョンを追う
ごとに速さや精度が増している。特にPhotoshop CC以降は毎バージョン
感動するほど進化の度合いは大きい。初期には遅く、仕上がりもよくなく、
「使えない」と思ったプロも多かったが今一度、試してみる価値は十分にあ
る。キズ消しや物の移動など、もはやレタッチには欠かせない機能であり、高
速化も含め今後の進化が非常に期待できるツールだ。

　Photoshop CC 2015にマルチアートボード機能が搭載された。レイヤ
ーベースのPhotoshopで実現するために、各アートボードは拡張されたレ
イヤーグループを使用し、クリッピングされている。これまでPhotoshopで複
数のレイアウトを作成するには、ガイドとスライスツールを使用して面倒な作
業を行わなければならなかったが、アートボード機能により簡単に複数レイア
ウトを1ファイルで作り込むことができるようになった。
　ただし後方互換性はないため、必ずPSDファイルの互換性を優先して保
存し、下位バージョンでは統合画像として開く。レイヤーを維持したまま別バ
ージョンで開くと、アートボードはレイヤーグループとして開かれるが、レイアウ
トは一致しなくなるので注意しよう。

進化を続けるPhotoshopの
「コンテンツに応じる」系機能

topic

012Photoshopにアートボード
搭載、デザイン整理が簡単に

topic

011

カエルを「スポット修復ブラシ」で簡単に消してみ
よう。上はPhotoshop CC 2014、下がCC 
2015だ。2014版では消えているとは言いがた
い。CC 2015では形すら残らず消えている。
他にも、修復ブラシはリアルタイム描画され、パッ
チツールは移動後に合成パラメータを変更できる
ようになった

iOS 9 UI Kit - Artboards PSD by Brian Benitez
https://dribbble.com/shots/2108395-iOS-9-UI-Kit-Artboards-PSD

オブジェクトを別のアートボー
ドに移動すると、レイヤー自体
がアートボードグループへ移
動される。アートボード「グル
ープ」の描画モードは基本は
透過だが、調整レイヤーを追
加すると「通常」となり別のア
ートボードへ影響しなくなる。
アートボードはページとして
PDFに書き出したり、個別の
PSDファイルに書き出すこと
もできるため、旧バージョンへ
受け渡す場合には書き出した
ファイルも渡しておこう

　GPU対応自体はPhotoshop CS3からあったが、拡大・縮小
など画面表示の高速化は、Photoshop CS4がGPUをより使用
するようになってからだ。この時Adobe BridgeもGPU処理に
対応した。Photoshop CS6からは64bitとGPUのパワーをフル
に活用するAdobe Mercury Graphics Engineを搭載、フィル
タ処理など重い計算処理に積極的に使われるようになった。バー
ジョンアップの度にGPU依存度は増しており、Photoshopだけ
でなくCamera Rawも2015年リリースのバージョン9.1から
GPUアクセラレーションを搭載、同年Lightroom CCも対応し、
描画や処理は非常に速くなっている。レタッチで使用頻度の高
い機能が高速化していくのはありがたい。
　ただし、GPU自体も日進月歩で進歩しているが、Adobeアプリ
の要求システム構成もまたバージョンアップ毎に高度になってき
ている。数世代前の機種では既にGPU支援機能自体が使えな
いものもある。最新バージョンで常に良好なパフォーマンスを維持
していくにはこれまでよりも頻繁にマシンをバージョンアップさせて
いく必要があるだろう。現行のMacはすべてGPUを後から換装
することはできないが、Windowsであれば柔軟に対応することも
でき、この点、Windowsマシンは優位である。Adobeアプリであ
ればMac/Winの差はほぼなく、またカラーマネージメント面でも
Windowsは整備されてきており、クリエーターはWindowsへの
移行も、今後のシステム構築の際には視野に置くべきだろう。

GPU対応機能がますます拡充、高速化する画像処理アプリ群
topic

013

Photoshop CC 2015ではコンテンツに応じる系機能の著しい高速化が実現。スポット修復ブラシをPhotoshop 
CS6と比較してみよう。左はPhotoshop CS6だ。少し大きいエリアを修復させようとすると、進行状況ダイアログが
出てかなり待たされる。右はPhotoshop CC 2015だが、処理は一瞬で終わってしまい、進行状況ダイアログすら出
ない。Adobeは最大120倍高速化したと謳っているが、体感的にはそれ以上だ

Camera Rawもバージョン9.1でついにGPUアクセラ
レーションに対応。ただし対応GPUはPhotoshopより
少ない。未対応GPUを使用して環境設定の「グラフィ
ックプロセッサーを使用」にチェックが入っていると画像
が青一色になってしまう。対応GPUを搭載していれば、
拡大中にHキーとクリックで全体を見渡せる「バーズア
イビュー」や、ズームツール使用中に左右にドラッグする
ことで拡大・縮小できる「スクラブズーム」が可能にな
り、操作の快適度は格段に向上する

LightroomもGPU処理に対応しているが、Photoshop
とは対応GPUの種類に差がある。
Photoshopで問題なく使用できるGPUを搭載してい
ても、未対応とされオフになることもある

CS6：16秒 CC 2015：瞬時

https://dribbble.com/shots/2108395-iOS-9-UI-Kit-Artboards-PSD
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　Lightroomは2015年4月発表のバージョンCCで高速化、HDR作成な
ど多数のアップデートを果たしたが、その中でも注目されるのが顔認識機能
だ。画像管理・編集アプリのライバルであったAppleのApertureが開発
停止になり、選択肢はLightroomしかなくなったが、Apertureにあって
Lightroomに無かった機能がこの顔認識だった。日付や手動のキーワー
ドだけでなく、顔を自動認識して名前をキーワードとして付加、検索インデック
ス作成がかなり自動化され、モデル毎のコレクション作成が楽になる。
　LightroomにはApertureライブラリ読み込み機能がすでに標準で実
装されている。今回のバージョンアップによりApertureからの移行がさら
に進むだろう。

　2015年12月に実施されたバージョンアップで、ユーザーインターフェイス
が影や濃いラインの少ないフラットなデザインに一新された。UIとしては
CS4以降最大の変更になっている。より主張の少ないデザインだが、タッ
チ操作に対応した大きめのボタンなどこれからのPhotoshop操作方法の
変化を見据えたものになっている。
　また高密度ディスプレイへの対応もWindows版で正式対応し、ようやく
両プラットフォームがHiDPIに対応した。Mac版PhotoshopはCS6から
Retinaに対応していたが、これまでWindows版のHiDPI対応は実験的
機能に留まっていた。CC 2015でWindows版もHiDPIモニタ対応が正
式に実装された。

PhotoshopのUIが一新。
フラットデザイン化

topic

014

　Lighroom CC、Camera Raw 9.0か
らHDR合成とパノラマ合成機能が使え
るようになった。パノラマやHDR自体は
Photoshopにもあったが、Lightroomや
Camera RawではRawファイルを直に合
成し、RawファイルであるDNG形式で書
き出せる。つまり最初から最後までRawの
まま処理できる上、Raw現像の柔軟な色
補正を使った滑らかなトーンで合成できる。
特にパノラマ合成は、設定できる項目こそ
PhotoshopのPhotomerge（フォトマー
ジ）には劣るものの、合成部分のナチュラル
で滑らかなトーンの繋がりはPhotomerge
では得られない素晴らしさだ。
　HDR合成もPhotoshopのHDR Proと
比較すると設定項目は非常に少ないもの
の、適切にパラメータを設定したRawから合
成することで非常に美しい無理のない仕上
がりを得られる。仕上がったDNGファイルは
もちろんRawのパラメータで現像可能だ。

Lightroom/Camera Rawで高品位なHDR・パノラマ合成可能に
topic

016

Lightroom CCが
顔認識機能を搭載

topic

015

UIが一新されすっきりした見栄えになった。画像よりも主張しないデザインで集中できる 画像を読み込むと自動的に顔を検出し、設定済みの顔と似ていれば分類してくれる

8枚をLightroomでパノラマ合成した。
露出の違うコマが混じるとPhotomerge
ではつなぎ目が見えることがあるが、Raw
ファイルを無理なく自動補正し他のコマと
完璧に合わせ、まったくつなぎ目は分から
ない。
合成の自由度はPhotomergeに及ばな
いが、これだけ美しい仕上がりになるなら
選択肢から外れることはないだろう

Rawで露出を変えてブラケ
ット撮影し、Lightroomで
HDR合成。トーンの繋がり
に無理がなく、いわゆる
「HDR臭さ」をあまり感じさ
せない、とても素直な仕上
がりになる。
対応GPUを搭載したマシン
であれば処理時間がかなり
短縮される。気軽にHDRを
試してみたくなるだろう
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Illustrator/ InDesignの新機能

　レイアウト作業を主目的とするAdobe IllustratorやInDesignに
も、CC 2014、CC2015においていくつかの機能強化が図られている。
　Illustratorでは、タブレットのタッチ操作でオブジェクトの描画
が簡単にできる「Shaperツール」が搭載された。これからの普及
が予想されるタブレット型のデバイスに対応するためのツールである
が、マウスでの操作も可能になっている。また、変形パネルでは、長方
形、角丸長方形に加えて、楕円形、多角形、線のプロパティが数値
で編集できるように機能強化された。
　Illustratorの作業環境においても、より使いやすい機能強化がな
されている。GPUへの対応で、画面表示の拡大倍率が64000%まで
可能になった。また作成中のファイルを自動保存する「ファイルの

復元」機能が追加され、安心して作業に集中できるようになったのもう
れしいニュースである。
　InDesignでは、CC 2014で追加されたカラーテーマツールやパネル
が、モバイルアプリのAdobe Capture CCと連動して、より使いやすく
なっている。CC 2015においては、表組み内のセルに画像を直接配置
して、自動的にサイズ調整されるようになった。
　InDesignのテキスト編集においては、CC 2015で「段落の背景
色」機能が搭載され、簡単な操作で段落の背景にカラーを設定で
きるようになった。また、異体字を持つテキストを選択した際には、テキ
スト下に異体字が表示され、切り替えもスムーズに行えるようにな
った。人名などを入力・編集する際に重宝する機能強化と言えるだろう。

▶Illustrator CC 2015.2に「Shaper」ツールが搭載

▶Illustrator CC 2015では、変形パネルが機能強化、ライブシェイプ機能が充実

▶InDesign CC 2015では、表組みにおいて「グラフィックセル」の機能が追加

▶InDesign CC 2015では、「段落の背景色」で段落に対して背景色の設定が可能に

▶InDesign CC 2014で搭載されたカラーテーマとAdobe Capture CCとの連携が可能に

OVER
VIEW

2015-2016 話題＆注目のトピックス110を総まとめ

 Illustrator CC 2015.2で登場した新ツール
「Shaperツール」は、パソコンでのマウス操作や
タブレットでのタッチ操作で基本図形のシェイプ描
画が可能になるツールだ。タッチワークスペースと
Shaperツールを組み合わせることで、Surfaceな
どのWindowsタブレットでの操作性が格段に向
上する。これまでの基本図形のツールよりもラフな
描画でシェイプが作成できるようになる。描画でき
るのは、長方形、楕円形、多角形、直線の4種類
のシェイプとなる。
 Shaperツールはオブジェクトを作成するだけで
はなく、複数のシェイプが重なり合ってる場合に、
Shaperツールによるアクションで部分的なエリ
アやオブジェクトの合体・切り抜き・削除が可能
になる。さらに合体・切り抜き・削除をしたシェイプ
はShaper Groupとして編集可能な状態のまま
となる。Shaper Groupは面の選択モードと設計
モードを切り替えることができ、面の選択モードで
はカラーの変更が、設計モードではそれぞれのオブ
ジェクトのプロパティや外観を変更することが可
能になる。

Shaperツールでラフに描画して、精密な幾何学図形の作成が可能

複数のシェイプが重なり合っている場合、Shaperツールによるアクションで部分的なエリアを合体・切り抜き・削除が可能になる。
上記のようなオブジェクトの場合、合体では前面オブジェクトから背面オブジェクトの一部のエリアへのアクションでは2つのエリアのみ
の合体になり、背面オブジェクトの一部のエリアから前面オブジェクトへのアクションでは2つのオブジェクトが合体される

タブレット操作を意識した「Shaperツール」
ラフな描画でシェイプを作成可能

topic

017

長方形

削除
合体

drag

drag
合体切り抜き

多角形

直線
楕円形
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 Illustrator CC 2014ではWindowsのみNVIDIAのグラフィックボード
が搭載されているとGPUを使用して処理を高速化することが可能だった
が、CC 2015ではMacでもGPUが利用できるようになった。拡大縮小時
の表示がスムーズになったり、アニメーションズームが有効にできたり、画面
の表示倍率が64000％まで表示できるようになる。ただしMac に512MB
以上のVRAM（推奨：2GB）があり、 OpenGLのバージョン 4.0以降がサ
ポートされている必要がある。

 Illustrator CC 2015では、InDesignやPhotoshopに搭載されてい
た、作成中のファイルを自動保存する「ファイルの復元」機能が追加された。
「環境設定」で機能のオン／オフや保存間隔、バックアップファイルの格納
場所、複雑なドキュメントでのデータ復元の無効化が設定できる。また、
Illustratorがクラッシュした際の再起動時には、診断を実行してセーフモー
ドで起動するようになった。セーフモードではクラッシュの原因となったフォン
トやプラグインがセーフモードダイアログに表示される。

繊細な作業では、これまでの6,400%までの拡大率では見づらいケースもあったので、ユーザにと
っては地味だが嬉しい機能強化だろう。

変形パネルには［長方形のプロパティ］［楕円形のプロパティ］［多角形のプロパティ］［線のプロパティ］が表示され、数値を入力して変形できる

環境設定の「ファイル管理・クリップボード」の「データの復元」では、自動保存のオン／オフや保
存間隔などの設定ができる。

GPUへの対応で画面表示の
拡大倍率が64000%に

topic

019
ファイルの復元機能と
セーフモードでの起動が可能

topic

020

 Illustrator CC 2015では、長方形・角丸長方形・楕円形・多角形・直
線の形状を後から自由に変更できるライブシェイプ機能が強化された。シェイ
プ選択時に表示されるウィジェットをドラッグ操作して編集するか、変形パネル
のパラメータで変更できる。
 長方形や角丸長方形の場合は、コーナーウィジェットをドラッグするか変形
パネルのプロパティで角の丸みを変更することができるほか、角の形状も変更
することができる。多角形の場合は、辺ウィジェットをドラッグするか変形パネル

のプロパティで多角形の辺の数を変更したり、角丸ウィジェットのコントロール
で角の丸みを変更することができる。円の場合は、円ウィジェットをコントロール
することで円をグラフ状に変形することができる。線分の場合は、ウィジェット
の端をコントロールすることで線分の長さや角度を変更することができる。
 これらの操作がすべてシェイプの描画後に変更できるようになったことで、
Shaperツールと組み合わせればタッチパネル操作での描画が楽にできるだ
けでなく、複雑な形状も簡単な操作で描画することが可能になった。

変形パネルが機能強化。作成後も編集可能なライブシェイプ機能が充実
topic

018

長方形・角丸長方形 楕円形 多角形 線
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Illustrator / InDesignの新機能

　InDesign CC 2015では、表組みにおける画像の取り扱いが大きく向上し
た。これまでのバージョンでもセル内に画像を配置することは可能だったが、
CC 2015ではさらに操作性が向上し、グラフィックセルという機能が追加され
た。これはその名のとおり、セルをグラフィック用に変換してコントロールする機
能だが、これまでと違うのは画像のサイズ調整が格段に便利になったことだ。
たとえば、セル内に配置する画像がセルより大きな場合、以前であれば画像が
あふれて表示されないため、あらかじめ画像のサイズを調整しておく必要があっ
た。これは画像をインラインとして配置していたためだ。しかしCC 2015では、
画像がセルよりも大きい場合には、セル内に収まるよう自動的にサイズ調整さ
れ配置される。もちろん、配置した画像は通常のグラフィックオブジェクト同様、
さまざまなコントロールが可能だ。
　実際の作業では、複数の画像をまとめてセル上にドラッグ＆ドロップで配置
していくと便利。画像が配置されたセルは自動的にテキストセルからグラフィッ
クセルに変わる。また、複数のグラフィックセルを選択した状態で、［オブジェク
トサイズの調整］コマンドも実行できる。文字ツールのままコマンドが実行でき
るため、ツールを持ち替えなくてもOKだ。
　なお、表組みに関する機能でいえば、CC 2014で搭載された行や列をドラッ
グ＆ドロップで移動できる機能もとても便利だ。表組みに関する機能も、地味
ながら少しずつ進化している。

「グラフィックセル」
表組における画像の取り扱いが向上

topic

021

　InDesign CC 2015では、段落に対して背景色の設定が可能となった。こ
れは、HTMLのプロパティで言う「background-color」に当たるもので、段
落全体の背景にカラーを設定したい場合に使用すると便利だ。これまで、段
落境界線や下線の機能を利用することで、テキストの背景にカラーを設定し
ていた方も多いと思うが、CC 2015では簡単な操作で背景色の設定が可能
になったわけだ。もちろん、段落全体ではなく、テキストの存在する部分だけに
背景色を設定したり（テキストが1行の場合のみ）、オフセットの値も指定可能
だ。ただし、残念ながら段境界線の機能を応用して作成していた枠囲みのよう
な処理まではできない。

　背景色の設定方法は、段落パネル、あるいはコントロールパネルで［背景
色］にチェックを入れ、カラーを選択するだけと非常に簡単だが、オフセットやカ
ラーの濃淡、上端や下端を設定したい場合には、段落パネルメニューから［段
落の背景色］ダイアログを表示させて設定する必要がある。なお、設定する段
落が1行の場合には、［幅］を［列］から［テキスト］に変更することで、テキスト
の長さに応じた背景色を設定することも可能だ。さらに、テキストフレームが矩
形以外の場合には、フレームの形に合わせた背景色も設定できる。

「段落の背景色」
段落全体の背景にカラーを設定可能に

topic

022

Mini Bridgeやデスクトップ
から画像をセル上にドラッグ＆
ドロップすることで、セル内に
画像を配置できる

セル内に配置した画像は、ま
とめて［オブジェクトサイズの
調整］コマンドを実行すること
も可能

段落パネル、あるいはコントロールパネルで［背景色］にチェック
を入れ、カラーを選択するだけで、指定した段落に対して背景色
が適用される

［段落の背景色］ダイアロ
グでは、［カラー］や［濃淡］、
［オフセット］［上端］［下端］
等が設定可能

段落のテキストが1行の場合、
［幅］を［テキスト］に設定するこ
とで、テキストの存在する部分
のみに背景色を適用できる
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　InDesign CC 2015の11月アップデート
（11.2.0.99）により、選択された文字の異体字を
表示する機能が新しく追加された。これは、文字ツ
ールでテキストを選択した際に、選択したテキストの
右下に異体字を表示させ、すぐに目的の異体字に
切り替えることのできる機能だ。これまで、異体字
への切り替えは、字形パネルを表示させて行ってい
たと思うが、わざわざ字形パネルを表示させることな
く、異体字への切り替えが可能となったわけだ。
　なお、テキストの右下に表示される異体字の数
は最大で5つまで。それ以上の数の異体字を持つ
字形の場合には、表示された異体字の一番右に
表示される三画マークをクリックすればよい。字形
パネルが表示されるので、これまで同様、字形パネ
ルから目的の異体字を指定することができる。ちょ
っとした改善点だが、字形パネルを開く手間を減ら
せるため、意外と嬉しい機能追加といえる。

選択された文字の異体字を表示、切り替えが可能に
topic

023

　InDesign CC 2014でカラーテーマツールが搭載され、画像等のオブジェク
トから手軽にカラーテーマを作成することが可能となった。カラーテーマとは5
つのカラーのグループで、アプリケーションをまたいで使用できる。最近では、
無料のモバイルアプリであるAdobe Capture CCを使用することでもカラー
テーマが作成可能となり、ますますカラーに関する機能も充実してきた。
iPhoneやAndroidのスマホ等にCapture CCをインストールすることで、街
で見つけた素敵な風景やポスター等から仕事で使いたい色を手軽に拾うこと
ができるというわけだ。
　Capture CCで作成したカラーテーマは、自分のCreative Cloud 
Librariesに保存し、すぐにInDesign CCやIllustrator CCで使用するこ

とができるが、そのままだとRGBカラーのまま。そこで、Adobe Colorテーマパ
ネルを使用して、カラーをCMYKに変換して使用するのがお勧め。Adobe 
Colorテーマパネルでは、RGBをCMYKに変換できるのはもちろん、CMYK
の値を切りのよい数値に丸めることも可能だ。変換したカラーテーマは、スウ
ォッチとして保存しておくと使い勝手も良い。なお、CC 2015（11.2.0.99）で
は、CC Librariesパネルのカラーテーマをスウォッチとして保存する機能が
追加されている。ちなみに、Adobe Colorテーマパネルでは、世界中のクリエ
イターが保存したカラーテーマも閲覧できるので、気に入ったカラーテーマがあ
れば、スウォッチとして保存しておくと良いだろう。

「カラーテーマ」
画像やオブジェクトからカラーテーマを作成することが可能

topic

024

異体字を持つテキストを選択すると、テキスト下
部が青くハイライトされ、異体字が表示される。
あとは目的の異体字を選択すれば異体字に切
り替えられる

環境設定の［高度なテキスト］には［文字の前後関係に依存するコントロール］とい
う項目が追加された。ここで、テキストを選択した際の、異体字や分数の表示をする
／しないを設定できる。デフォルトではオンになっている

分数の異体字への切り替えも可能

Adobe Colorテーマパネ
ルでは、自分のCreative 
Cloud Librariesに保存
したカラーテーマを編集す
ることができる

Adobe Colorテーマパネルの［作成］タブで
は、RGBカラーをCMYKカラーに変換したり、
各版の値を調整することができる

編集後のカラーテーマは、［スウォッチに追加］をクリックするこ
とで、グループとしてスウォッチに追加できる

CC 2015では、CC Librariesパネ
ルのカラーテーマをスウォッチとして
保存できる
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　Adobe Comp CCは、その名のとおりカンプを作成するモバイルアプリだ。
2015年12月現在、iPhoneおよびiPad向けに無償でリリースされており、タ
ッチ操作のみで写真やテキストを配置した高度なレイアウトが可能。Adobe 
Creative Cloudとの連携はもちろん、Photoshop MixやPhotoshop Fix
等、他のAdobeのモバイルアプリとも連携できる。作成したデータは、
PhotoshopやIllustrator、InDesignに送信することができるため、作成し
たカンプをデスクトップアプリで開いて仕上げたり、修正したりして、実際のデ
ータとして作業を続けられるのが大きなポイントとなる。
　例えば、クライアント先で打ち合わせしながら、クライアントの要望を手書き
でカンプとして作成することはよくある。これを手書きではなく、Comp CCに置

き換えれば、クライアントにもイメージが伝わりやすい。さらに、できあがったカン
プをデスクトップアプリに送れば、作成したカンプをそのまま再利用できるという
わけだ。実際にComp CCの操作をしてみると分かるが、簡単なジェスチャーさ
え覚えれば、図形や写真、テキスト等のレイアウトを簡単に行える。サイズや位
置の調整、カラーの設定をはじめ、Creative Cloud LibrariesやCreative 
Cloud Market、Adobe Stockやその場で撮影した画像等も使用できる。ま
た、テキストもTypekitフォントを指定可能だ。
　なお、ロサンゼルスで行われたAdobe MAXでは、iPad Proに最適なアプ
リの1つとして紹介されており、Apple Pencil等のスタイラスペンを使えばさら
に操作性が増すことは間違いないだろう。

Adobe Comp CCでは、タッチ操作の
みでかなり高度なカンプが作成可能

テキストはTypekitから、グラフィックはライブラリやCreative Cloud Market、
Adobe Stockの画像も使用できる

作成したカンプは、Behanceに公開
したり、PhotoshopやIllustrator、
InDesignに送信することができる

指定された描画ジェスチャーを実行
することで、目的のオブジェクトを描
画できる

モバイル系ソフトウェア

　ここ最近のアドビシステムズ社がかなり力を入れて開発しているの
がモバイル系のアプリケーションだ。2015年12月現在、20数個の
モバイルアプリがダウンロード可能となっており、そのほとんどが無料
だ。とくにCreative Cloudがリリースされてからその数は一気に増え
ており、Creative Cloudと連携できることで、その存在価値もますま
す大きなものとなってきている。
　モバイルアプリで作成したものは、基本的に自分のクラウドスペース
に保存され、デスクトップアプリから利用することが可能だ。コピーなど
といった煩わしい操作も必要ないため、ユーザーはとくに意識すること

なく連携の恩恵を受けられる。これが「Creative Sync」の大きなメリ
ットで、今後ますますこの流れは加速していくはずだ。実際に使用して
みるとわかるが、その連携の流れはスムーズで、多くのユーザーがスマー
トフォンを持っている現在では、その恩恵ははかりしれない。
　モバイル系ソフトウェアは大きく、キャプチャアプリ、デザインおよ
びイラスト系アプリ、映像系アプリ、写真系アプリに分けられるが、
そのどれもが複数のデスクトップアプリと連動して使用できる。これ
までのワークフローを大きく変えていくことができる可能性を持っている
ので、ぜひ積極的に利用することをお勧めする。

▶モバイルやタブレット型端末でカンプを作成する「Adobe Comp CC」

▶4つのモバイルアプリが1つに統合した「Adobe Capture CC」

▶ベクトル形式のイラストが作成できる「Adobe Illustrator Draw」

▶ペンタブを使ったスケッチ感覚で描ける「Adobe Photoshop Sketch」

▶Photoshopの機能をモバイルアプリで実現した「Photoshop Mix」「Photoshop Fix」

OVER
VIEW

「Adobe Comp CC」
モバイルやタブレットデバイスでカンプを作成

topic

025

2015-2016 話題＆注目のトピックス110を総まとめ
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［COLORS］では、キャプチャーした写真等からカラーテーマ
を作成することができる。カメラで風景等を写している場合
には、画面上をタップすることで表示を固定できる。また、拾
いたいカラーを指でタップして、直接指定することも可能

Lumetriカラーパネルでは、指定したLookに対して
さまざまな調整を行うことができる

［LOOKS］では、サンプル画像上でスライダーを
調整し、全体的な強度の高低を調整する

「Adobe Capture CC」
従来のモバイルアプリが1つに統合

topic

026

［BRUSHES］では、キャプチャーした写真やイラスト等か
らカスタムブラシを作成をできる。図はIllustrator用のブ
ラシを作成し、それぞれヘッド、ボディ、後端を設定している

［BRUSHES］の機能で作成したIllustrator用ブラシ
をパスに対して適用した例

［SHAPES］では、スライダを左右に移動させることで、パ
スとして取り込みたい範囲の調整を行う。また、不要な部
分をドラッグして削除することも可能

［SHAPES］の機能で作成したベクター画像は、
Illustratorでパスを編集可能

Adobe Capture CC［SHAPES］

　［SHAPES］は、キャプチャーした写真やイラスト等からベクター素材を作成
することができる機能。パスとして認識する部分の量の調整をはじめ、パスとし
て取り込みたい範囲の調整も可能。まさに、Illustratorの「画像トレース」の
機能がモバイルアプリに搭載されたものと言っていい。実際に試してみると分
かるが、素早く、そして手軽に画像をベクター化できる。高度なスキャンニング
が必要な画像でなければ、Capture CCで充分な品質を得られるだろう。とく
に手書きのイラスト等に威力を発揮する。
　もちろん、作成されたベクター画像は自動的に自分のライブラリに保存でき
るため、使い勝手も抜群だ。ぜひ、仕事に活かして欲しい機能の一つだ。

Adobe Capture CC［BRUSHES］

　［BRUSHES］は、キャプチャーした写真やイラスト等からカスタムブラシを作
成することができる機 能で、PhotoshopやPhotoshop Sketch、
Illustrator用にブラシを作成できる。ホワイトマスクの調整をはじめ、マスクす
る領域の追加・削除も可能。また、ブラシの［サイズ］や［角度］［間隔］［ジッ
ター］等、作成するブラシに応じたさまざまな設定もできる。かなり詳細な設定
ができるので、気軽にキャプチャーして色々なブラシを作成してみて欲しい。仕
事に便利なブラシをたくさん追加できるはずだ。
　なお、Adobe MAXでは、Adobe Capture CCにパターンを作成する機能
の追加も発表されているが、2015年12月現在、まだパターンを作成する機能
は追加されていない。

　Adobe Capture CCは、Adobe Shape CC、Adobe Brush CC、Adobe Color CC、Adobe Hue CCの4つのモバイルアプリが1つに統合されたもので、
iPhone＆iPad、およびAndoroid用に無償でリリースされている。その名のとおり、キャプチャーした画像からベクター画像やブラシ、カラーテーマ、Lookを作成し
てくれるアプリだ。手軽な操作で実行できるため、これまでスキャンニングで行っていた作業のいくつかを、Capture CCに置き換えていくことができる。
　例えば、ちょっとした手書きのイラストであれば、わざわざスキャナーを使用しなくてもCapture CCで簡単にベクター画像を作成できる。ポジフィルムがデジカメの
データに置き換わっていった時のように、今後はスマートフォン等のモバイルアプリでできることが増えていくのは間違いのないところだろう。うまくワークフローに取
り入れて、今後の作業に活用していただきたい。

Adobe Capture CC［LOOKS］

　［LOOKS］は、撮影した写真等から色彩や光をキャプチャーし、ユニークな
LookとしてPremiere ProやAfter Effectsのビデオプロジェクトの編集に
利用できる機能。キャプチャーしたLookは、サンプル画像を見ながら各カラー
バブルを使用して彩度調整をしたり、全体的な強度の高低を調整できる。作
成したLookをライブラリに保存すれば、自動的に同期が完了するというわけ
だ。あとは、Premiere ProやAfter Effectsで作成したLookをドラッグして
シーケンスに適用すればよい。もちろん、デスクトップアプリ上で色温度やコン
トラスト、彩度の調整も可能だ。

Adobe Capture CC［COLORS］

　［COLORS］は、キャプチャーした写真等からカラーテーマを作成することが
できる機能。作成されるカラーテーマは5つのカラーの集合体で、街で見かけ
た素敵な景色やポスターで使用されているカラー5つをグループとして拾ってく
れる。スマートフォンで写真を撮るだけの作業で、基本的にはアプリが自動でカ
ラーを拾ってくれるが、タップして任意のカラーを指定することもできる。保存し
たカラーテーマは、自動的に自分のライブラリに保存されるため、そのままデスク
トップアプリで使用できる。

ライブラリに保存したカラーテーマ
は、PhotoshopやIllustrator、
InDesignのCC Librariesパネ
ル（またはライブラリパネル）から
使用可能。また、スウォッチとして
保存もできる。なお、キャプチャー
したカラーテーマはRGBとなって
いるので、CMYKとして使用した
い 場 合 に は、InDesignの
Adobe Colorテーマパネル、ある
いはAdobe Color Webサイトで
CMYKに変換して使用するのが
お勧め
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モバイル系ソフトウェア

　Adobe Illustrator Drawは、iPad、iPhone、Androidフォンに対応した
無償のモバイルアプリで、その大きな特徴はベクトル形式のイラストが作成で
きる点だ。あらかじめ5つのベクターブラシが用意されており、手書きでなぞった
イラストも自動的にベクターデータとして反映できる。最大で10個の描画レイ
ヤーと1つの写真レイヤー、そして遠近グリッドや各レイヤーの不透明度の調
整、さらには美しい直線やシェイプを描画する機能、および雲形定規やスタン
プまでも備えている。
　また、Creative Cloud LibrariesやMarket、Adobe Stock、Behance

との連携はもちろん、Adobe Capture CCのShapeで作成したベクターデー
タもそのまま取り込める。描画したデータは、IllustratorやPhotoshopに送
ることもでき、送信したデータは自動的にデスクトップアプリで表示される。イラ
ストはIllustrator Drawで描き、仕上げや調整はデスクトップアプリで行うと
いったワークフローが可能だ。
　なお、Adobeの筆圧感知ペン「Adobe Ink」とデジタル定規「Adobe 
Slide」にも対応しており、これらのデバイスをお持ちのユーザーは、より描画を
コントロールしやすいだろう。

「Adobe Illustrator Draw」
ベクトル形式のイラストが作成できるモバイルアプリ

topic

027

「Adobe Photoshop Sketch」
ペンタブを使ったスケッチ感覚で描けるモバイルアプリ

topic

028

llustrator Drawでは、
手書きのイラストだけでな
く、美しいシェイプも描画可
能。基本的なシェイプだけ
でなく、雲形定規やスタン
プも用意されている

Photoshop Sketchには、基本的なシェイプも用意されている 描画したスケッチは、IllustratorやPhotoshopに送信したり、
Behanceで公開、あるいはCreative Cloudやクリップボードにコ
ピーすることができる

描 画したイラストは、
IllustratorやPhotoshop
に送信したり、Behanceで
公開、あるいはCreative 
Cloudやクリップボードにコ
ピーすることができる

Behanceで公開された多
くの作品は、Illustrator 
Drawからも閲覧すること
ができる

　Adobe Photoshop Sketchは、iPad専用（2015年12月現在）のモバイ
ルアプリ。鉛筆やペン、マーカー、水彩、アクリル、パステルブラシといった、お
なじみの描画ツールを使って、まるで紙に描いたような質感や効果を表現でき
る。実際に描いてみると分かるが、ペンタブを使ってPhotoshop上で描画す
るのと同じ感覚で絵を描くことのできる、まさにSketchという名前がぴったり
のアプリだ。
　なお、Illustrator Drawと同様、基本的なシェイプの機能も用意されてお
り、美しい図形を描画することも可能だ。ただし、Illustrator Drawのようなス

タンプまでは搭載されていない。もちろん、これらのツールは指によるジェスチャ
ーが使える。
　また、Photoshop Sketchでは、Adobe Ink & Slideをはじめ、Adonit、
Wacom、Pencil by 53の筆圧感知ペンをサポートしている。自分に合ったツ
ールを探して、描画するとよいだろう。なお、以前リリースされていたAdobe 
Illustrator Lineというモバイルアプリは現在削除され、機能やツールは、
Photoshop SketchおよびIllustrator Drawに統合されている。

Behanceで公開された多くの
作品は、Photoshop Sketcか
らも閲覧することができる



031

01

A
dobe C

C

最
新
動
向

02
デ
ジ
タ
ル
印
刷

最
新
動
向

03
そ
の
他
の

最
新
動
向

　Photoshopの編集機能をモバイルアプリで実現したのがAdobe 
Photoshop Mixだ。画像の切り抜きや合成、カットアウト、色調補正やブレン
ド、外観を適用する機能等、Photoshopでおなじみの機能のいくつかを、モバ
イル上（iPad、iPhone、Andoroidに対応）で実現できる。例えば、カットアウ
トを実行すると、指でなぞるだけで背景を透明にできる。エッジやぼかしの調整
もでき、タッチ操作だけでそれなりの切り抜きが実現できてしまう。もちろん、細
かな調整はPhotoshopにはかなわないが、色温度や露光量、コントラスト、ハ

イライト等の補正をはじめ、レイヤー合成やブレンドなども手軽に実行できる。ち
ょっとした作業なら、Photoshopがなくても問題ない。
　また、PhotoshopやLightroomのデスクトップアプリをはじめ、ライブラリ
やBehance、Facebook、instagram等にも画像を保存、あるいは送信でき
る。出先で簡単な切り抜きや合成、補正等をタブレットで行い、会社に戻って
から続きを作業したり、細かな調整を行うといったワークフローが実現できる。
仕事にも使える便利なモバイルアプリが、Photoshop Mixだ。

「Photoshop Mix」
切り抜きや合成、色調補正などの機能を搭載したモバイルアプリ

topic

029

「Photoshop Fix」
修復やゆがみのレタッチ、ペイント、カラー調整等に強いモバイルアプリ

topic

030

［外観］ボタンをタップし、「ナチュラル」や「ポートレート」等、目的
のものを選択するだけで、手軽に外観を調整できる

Photoshop Fixに用意されたさまざまな機能 ［ゆがみ］の中の［顔］の機能を使用して、口角を上げて笑顔に
した状態

［スポット修復］ツールを用いてドラッグするだけで、簡単に不要な部分を削除できる

［カットアウト］ボタンをタップし、指で不必要（あるいは必要）な部
分をなぞるだけで、簡単に背景を切り抜きできる。エッジやぼかし
等、細かな調整も可能だ

レイヤーの機能を利用して複数の画像を合成できる。［ブレンド］
の機能を利用すれば、不透明度も設定可能

　Adobe Photoshop Fixは、iPadおよびiPhone
向けのモバイルアプリだ（2015年12月現在）。
Photoshop Fixを使用することで、画像の修復やゆが
み、明るさ、カラー等の調整が可能となる。切り抜きや
調整等、Photoshop Mixとかぶる機能もいくつかある
が、Photoshop Mixがカットアウトや合成に強いのに
対し、Photoshop Fixは修復やゆがみ等のレタッチ操
作、およびペイント、カラーの調整、周辺光量補正等の
編集操作に強い。
　とくに［スポット修復］ツールや［バッチ］ツール、［コピ
ースタンプツール］等、おなじみのツールを使用しての不
要な部分の削除といった操作は、Photoshop同様、
高度な結果が得られる。また、Adobe MAXでも話題に
なった機能に［ゆがみ］の中の［顔］がある。この機能を
使用すると、プリクラのように目を大きくしたり、口角を上
げて笑顔にする機能も用意されており、面白い効果が
適用できるので、ぜひ一度試してみてほしい。
　もちろん、他のモバイルアプリ同様、Photoshopや
Lightroom、ライブラリやBehance、Facebook、
instagram等にも画像を保存、あるいは送信できる。
モバイルアプリだからといって、バカにできない高機能な
モバイルアプリだ。
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Adobe Creative Cloudで作る
本誌表紙の制作プロセス

　Adobe Creative Cloud（以下、Adobe CC）は、2015年12月に
デスクトップアプリケーションの大幅アップデートを行った。さらに新し
いモバイルアプリのリリースと従来のアプリの大幅な機能強化を
図り、これらのアプリがクラウドを通じて互いに連動する制作環境が整
備された。さらに、4,500万の画像や動画のコンテンツを利用でき
るAdobe Stockも刷新され、大きな話題を呼んでいる。
　これらの新しいサービスを組み合わせることにより、デザイン・DTP・

印刷の各分野で新しいワークフローが生まれ始めている。ここで
は、Adobe Comp CCとAdobe Stockにフォーカスして、新しいツ
ールをデザイナーや制作スタッフが活用することで、どのようなメリット
が生まれるのかを検証してみたい。
　また、本誌の表紙は毎回、特殊印刷を試みているが、今回は「ハイ
ブリコート」と呼ばれる表面加工を行っている。その制作プロセスも合
わせてレポートする。今後の制作のヒントとして役立てていただきたい。

▶Adobe Creative Cloudの新しいサービスの提供で、DTPのワークフローに大きな変化の兆し

▶Adobe Comp CCを利用して、新しいカンプ作成のワークフローを体験する

▶Adobe Comp CCからデスクトップアプリケーションへのデータ転送の方法

▶本誌表紙の表面加工「ハイブリコート」の制作プロセスをレポート

OVER
VIEW

Adobe Comp CC / Adobe Stockで表紙のカンプを作成する
topic

031
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■カンプ作成の新しい体験

　デザイン作業の初期段階で行うラフスケッチ
は、紙に鉛筆書きしたり、パソコンに向かって作成
したりと、人によってさまざまな流儀がある。
　Adobe Comp CCは、スマートフォンやタブレッ
ト型のモバイル端末を使ってカンプを仕上げること
を目的に開発されたまったく新しいツールだ。この
ツールを使えば、出先であろうと、自宅のリビングで
あろうと、気軽にスケッチを起こせる。基本操作は
指先で図形を描いたり、ダミーテキストの配置も指
先の操作で行えるなど、スムーズにできるように設

計されている。ラフ段階で、大まかな構図やオブジ
ェクトの配置を決めるのに適しており、ブラッシュア
ップの作業は、デスクトップアプリケーションに転送
して仕上げることができる。
　ここでは実際の作業手順を追いながらAdobe 
Comp CCの機能をみていこう。Adobe Comp 
CCを立ち上げると、最初に新規カンプを作成する
ように促される。サイズは規定のものから選ぶこと
もできるし、サイズを指定することもできる。カスタ
マイズした設定は、保存して次回に繰り返し使用
できる。注意点は、モバイルアプリなので、ピクセ
ル単位でドキュメントが作られることだ。後述する

が、デスクトップアプリケーションに転送してファイ
ルを開いたときに、プロジェクトに応じた単位設定
に切り替える必要がある。
　ガイドの設定が可能で、余白を定めたり、紙面を
分割する水平・垂直のガター（段組ガイド）を作成
できるようになっている。これらの作業を済ませて、
オブジェクトを配置していく。図形やテキストは指先
でラフな形を描くと、アプリ側で正確な形に補正し
て画面上に表示される。描き方により図形やテキ
ストに変換されるため、最初に［描画ジェスチャー
のヘルプ］を見ておくことをおすすめする。直感的
でわかりやすい操作なので覚えやすいだろう。

①新規に作成する場合は、上図のような画面が現れ、希望する
サイズを選択。新しい形式の場合は、ピクセルでサイズ指定する

②ガイドは四角形の四辺に表示されるハンドルを動かして操作で
きる。数値で指定することも可能。また段組ガイドも設定できる

③右上の［設定］をタップして［描画ジェスチャーのヘルプ］を表
示したところ。操作を忘れた場合に、いつでも参照できる

Adobe Comp CCで新規カンプを作成する
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■Adobe Stockの活用

　Adobe Comp CCでは、簡単な操作で画像の
取り込みができる。モバイル機器に付属のカメラ
を使ってその場で撮影したものや、保存済みの画
像を読み込んで配置することができる。しかし驚き
なのは、Adobe Stockサービスの4,500万点以
上の膨大なストックフォトから画像を検索して、即
座にプレビュー画像を取り込むことができる点だ。
取り込んだ画像は、Adobe CCのアカウントに紐
付けされた個々のユーザーのライブラリに保存され
るため、IllustratorやInDesignなどのデスクトッ
プアプリ上でも同じように現れる。画像データはク
ラウド上にあるので、メモリ容量が圧迫される心配
も少ない。
　実作業では、画像を差し替えて複数のカンプを
作り、クライアントの承認を得てから購入するのが

一般的な流れだ。プレビュー画像は透かしの文字
が入っているが、購入の手続きを済ませると、プレ
ビュー画像が本データに自動的に差し替わり、透
かしの文字も消える。
　1点あたりの価格もさほど高額ではないこともう
れしい利点だ。画像の品質も優れており、日本を
題材にした画像も豊富に用意されている。検索を
試してみると、ヒット数に驚かされる。また、複数の
キーワードを入力して検索対象を絞り込むことで、
素早く目的の画像をみつけることができる。気軽に
プロフェショナル向けのストックフォトを使える環境
がAdobe CC上で整ったことは、デザイナー、クリ
エイターにとって大きな助けになるだろう。

■テキスト処理

　テキストオブジェクトは、「見出し」「複数行テキ
スト」「段落」の3種類の作り方がある。テキストを

配置する場合は、フリーハンドで四角形や線を書
き、さらに右下部分でタップする操作が加わる。テ
キストが配置されると、ダミーのテキストが表示され
る。タイトルや見出しの大きな文字は、ダミーテキス
トを選択してテキストを入力し直すこともできる。
　書体は、Typekitのフォントを同期させて利用で
きる。日本語書体が20書体追加されたばかりなの
で（P056参照）、書体の選択肢が大きく広がっ
た。イメージした雰囲気に近い書体が選べるだろ
う。行揃えの設定や、文字サイズ・行間の微調整
もできるので、精度の高いカンプに仕上げることが
可能だ。なお、本書の表紙で使用した文字は、す
べてTypekitの日本語フォントを利用している。
　カンプが完成したら、InDesign、Photoshop、
Illustratorに送信する。作成したカンプは、閉じ
る操作で自動的に保存される。

①上図では「A4（縦）」を選んで新規カンプを作成、全体を覆う
画像フレームを配置した

④画像のリストの中からお気に入りのものをタップする。プレビュ
ー保存では、保存先のライブラリ名を選択する

⑦テキストの間隔では［行間］［文字間隔］をスライダを動かして
調整できる

②画像フレームの中にグラフィックを配置する。デバイス上、写真
撮影、マイファイル、Market、Adobe Stockから選択できる

⑤画像フレーム内にAdobe Stockのプレビューが画像が取り
込まれたところ。画像の位置、大きさを調整してトリミングする

⑧書体はTypekitを同期させて、さまざまな種類を選択できる。図
では「源ノ角ゴシック」のファミリーを表示している

③Adobe Stockを選ぶと、キーワードで画像素材の検索が行える。
「印刷　オフセット」と入力すると上図のような画面になった

⑥テキスト配置後、右側のスライダを動かしてサイズを変更でき
る。メニューを表示させると、フォント、スタイル、行揃えも設定可能

⑨ 右 上のボタンから、制 作 中のカンプをInDesign、
Photoshop、Illustratorに送信できる

カンプの制作プロセス
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Adobe Stockの写真のクレジットについて

出版物、エディトリアル（出版、報道）としての利用、例え
ば新聞や雑誌の記事等、またインターネット上のニュース
記事、電子書籍、またテレビの報道番組やドキュメンタリ
ー、情報番組等では、コピーライト情報は必須になる。

コピーライト情報の表記形式は次の通り：

© アーティスト名/ID 番号/Adobe Stock

Adobe Creative Cloudで作る
本誌表紙の制作プロセス

■デスクトップアプリケーションの操作

　Adobe Comp CCでカンプを作成後、目的の
デスクトップアプリケーションに送信できる。モバイ
ル端末側から送信すると、クラウドを経由してデス
クトップアプリケーションに送られ、自動的にファイ
ルが開く。開いた直後はファイル名が「名称未設
定」になっているので、ファイル名を付け替えて保
存しよう。以下ではInDesignで開いた場合の制
作プロセスと作業上のポイントを解説する。
　印刷物を制作する場合は、ドキュメントの設定が
ピクセルベースになっているので、［環境設定］から
［単位と増減値］を表示させて、ミリメートルや級、
歯の単位に変更する必要があるだろう。仕上がり
サイズは、ファイルメニューから［ドキュメントサイズ］

を選び、目的のサイズになっているか確認し、誤差
が生じている場合は修正しておこう。

■Adobe Stockを利用する

　Adobe Comp CCで読み込んだ画像はライブ
ラリに保存されているので、デスクトップアプリケー
ション側でもリンクが保たれている。再度、画像のト
リミングを変更するなどの編集作業が可能だ。
　Adobe Stockを利用して別の画像に差し替え
ることも可能だ。InDesign CC 2015では、CC 
LibrariesパネルでAdobe Stockの検索が行え
る。パネル上部の［Adobe Stockを検索］の入力
ボックスにキーワードを入力すると、検索結果がパ
ネル内に表示される。使用したい画像の上で保存
ボタンをクリックすると、ダウンロードが始まりライブ

ラリに保存される。ライセンスを取得する手続きも
CC Librariesパネルから行える。

■本誌表紙の初期段階のカンプ

　本誌の表紙制作においても、Adobe Stockを
試した。本書では、InDesignを使って表紙デザイ
ンを行っているが、初期段階において、3種類のカ
ンプを作成した。また、プレビュー画像を使い、表
紙の表面加工「ハイブリコート」用のデータも試作
してデザインのプランを練った。3種類のカンプを
下に掲載したので参照してほしい。
　InDesignで仕上げたカンプは、PDF書き出し
を行って編集部宛に送付し、さらに編集部におい
て検討を加えるという流れで進めた。ハイブリコー
トの詳細については右ページを参照。

①Adobe Comp CCからInDesignに転送すると、InDesign
で自動的にファイルが開く

②ドキュメントの単位がピクセルベースになっているので、印刷用
に作業する場合は、単位を変更する

③［ドキュメント設定］ダイアログでページサイズを確認する。誤差
が生じている場合は修正する。［裁ち落とし］の設定も忘れずに

本書の表紙デザインの初期段階のカンプ。3種類作成し、
表紙加工「ハイブリコート」の効果を検討した
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■DTP制作の環境とワークフロー再点検
　フォント／組版／レイアウト／校正
　データフィニッシュ／プルーフ
■進化する印刷技術
　デジタル印刷／製本／加工／エコロジー

■電子出版とデバイス最前線
　出版／電子書籍ストア／リーダー
■ Adobe CCの新機能とサービス
　Photoshop／Illustrator／InDesign

最新の印刷現場の情報と基礎知識をこの一冊に！

カラー
図解
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●DTP制作の環境とワークフロー再点検
　フォント／組版／レイアウト／校正／　データフィニッシュ／プルーフ
●進化する印刷技術
　デジタル印刷／製本／加工／エコロジー
●電子出版とデバイス最前線
　出版／電子書籍ストア／リーダー

●Adobe CCの新機能とサービス
　Photoshop／Illustrator／InDesign

カラー図解
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■DTP制作の環境とワークフロー再点検
　フォント／組版／レイアウト／校正
　データフィニッシュ／プルーフ
■進化する印刷技術
　デジタル印刷／製本／加工／エコロジー
■電子出版とデバイス最前線
　出版／電子書籍ストア／リーダー
■ Adobe CCの新機能とサービス
　Photoshop／Illustrator／InDesign

最新の印刷現場の
情報と基礎知識をこの一冊に！

デスクトップアプリケーションの制作プロセス

④CC Librariesパネルでキーワードを入力して、Adobe Stock
の検索が可能。保存ボタンをクリックするとライブラリに保存される

⑤CC Librariesパネルから保存した画像をドラッグ＆ドロップし
て、ドキュメントに画像を配置できる

⑥ライセンスを取得する場合は、ライブラリで画像の上で右クリッ
クし、［画像を購入］を選択する
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ハイブリコートを使った本誌表紙の制作プロセス
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■特殊加工用の刷版データの作成

　表紙の印刷と加工は、大丸グラフィックスの特
殊加工技術「ハイブリコート」を利用している。ハイ
ブリコートは、イメージにあわせグロスとマットを部分
的に、そして任意に塗り分けることができる表面加
工。従来の紙面保護の役割はもとより、表面加工
がよりビジュアルのイメージを増幅させる表現力を
持ち合わせている。また、特殊な質感により、印刷
物に「触感」という新たな選択肢をもたらしてくれ
る。大丸グラフィックスでは、ハイブリコートの社内

生産が可能で、ノウハウの蓄積がある。通常のニ
ス印刷と同等のスケジュール感、予算感で進める
ことができることも大きなメリットだ。
　表紙のデザインにおいては、マットにする部分と
グロスにする部分をどのように塗り分けるか、デザ
イナーと協議して決定した。デザイナーは、マット部
分をK：100%、グロスイメージを白に指定したモノ
クロイメージを別途作成する必要がある。
　校正は本紙校正を行い、色味や表面加工の効
果をチェックした。印刷工程では、通常の４色を刷
ってから、コーターにより追加でマットニスとグロス

ニスを一度の工程で刷る。
　ハイブリコートのメリットは、シルク印刷のような
雰囲気を、同等とまではいかないが、オフセット印
刷の技術の応用で可能としたことだ。加工とはい
え、インキの印刷と同じしくみであるため、擦れや折
り曲がりには強い。ロゴや文字などの細かい表現
も問題ない。用紙はコート紙を使うのがベターで、
逆に上質紙、ファンシーペーパーでは効果が出づ
らい。
　実際の仕上がりは本書の表紙を参照していた
だきたい。

色校正は、CMYKデ－タとハイブリコ
ート用のデータ4種類（A～D）を作成
して効果を試した

A B C D

文字部分をグロスイメージにしたもの Aの反転バージョン。文字部分以外
をグロスイメージにしたもの

タイトル部の白マドを無視して作成し
たもの（Y版を抜いている）

インクの画像のみをグロスにしたもの

上の4種類の表紙デザイ
ンを面付けして、本紙校正
を依頼。結果を比較した

校正紙を拡大して掲載。グ
ロス部分は、インキの色の濃
度が上がり鮮やかに見え、マ
ット部分は発色が抑えられシ
ックな印象になる。
Aは文字部分がグロス、背景
の黒がマット。BはAの反対
バージョン。ABの比較ではA
の方がキーワードが際立つ。
Cは白マドを無視、Dはカラー
インク部分のみがグロス。塗
り分ける絵柄の面積が広く
なると、ハイブリコートの効果
が伝わりにくい印象
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■ CC導入で変わる制作ワークフロー
　Adobe Comp／Adobe Stock
　Typekit／Creative Cloud Libraries
■デジタル印刷・オフセット印刷
　比較で選べるデジタル印刷機ガイド／
　導入事例のインタビューレポート
■最新トピック&基礎知識
　フォント／アート／電子出版／
　用紙／加工／カラーマネージメント／
　プルーフ／プリプレス／エコロジー
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Daiwa 九段ビル
TEL 03-5215-8669（編集）

03-5215-8664（販売）
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http://www.borndigital.co.jp/

Adobe CC活用レポート&
業界トピック120を巻頭特集！
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15%オフでAdobe CCを使えるキャンペーン！（2016年3月4日締切）

　本書を購入いただいた、個人の方限定で、Adobe Creative 
Cloudの導入をサポートするお得なキャンペーンに参加できます。
　通常は4,980円/月（税別）のコンプリートプランの月額費用が、
初年度のみ15%オフの 4,233円/月（税別）に。12ヶ月で10,000
円近く、お得です。Photoshop CC、Illustrator CC、InDesign 
CC、Acrobat DCなど、すべての製品を使えるプランです。
　また、Photoshop CCとLightroom CCを使えるフォトグラ
フィプランは、通常980円/月（税別）のところ、初年度のみ20%
オフの784円/月（税別）でのご提供です。
　どちらも特設サイトからのみの受付となり、クレジットカード決済

となります。それぞれのアドレスをブラウザに打ち込み、お申し込
み下さい。

Adobe CC コンプリートプラン（すべての製品プラン）
https://goo.gl/BCXF59　※右上のQRコードでアクセス可

フォトグラフィプラン（Photoshop×Lightroomセット）
https://goo.gl/PM64Y3　※右下のQRコードでアクセス可

お問い合わせ先：アドビ システムズ 株式会社
TEL：0120-61-3884

印刷入稿データの制作と本紙校正のプロセス

Aを拡大 Bを拡大

Cを拡大 Dを拡大

SPECIAL INFO.

https://goo.gl/BCXF59
https://goo.gl/PM64Y3
https://goo.gl/PM64Y3
https://goo.gl/BCXF59
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デジタル印刷・製版・オフセット印刷

　富士ゼロックスは「DocuColor 7171 P」の発売を開始した。「Docu 
Color 7171 P」は100V電源対応ながらA4カラー71枚／分という高速
印刷を実現したモデル。プリントサーバーには印刷現場でのニーズにも即し
た「PX710 Print Server」を組み合わせることができる。
　上位機種「Versant 80 Press」に搭載されるプリント自動調整専用ソ
フトウェア「Simple Image Quality Adjustment」を採用し、表裏見当
や面内ムラの調整、トナーの転写調整も自動で実行。大量枚数の連続印
刷でも高品質を維持するほか、厚紙は300g/m2まで通紙可能。耐水紙や
ラベル紙といった特殊用紙も問題なく印刷できるという。

　印刷通販の「プリントパック」は、データ入稿時に印刷データを自動でチ
ェックする「クイックデータチェックサービス」を開始した。プリントパックでは
これまで入稿データを受け取った後で専門スタッフが確認していたが、入稿
者自身がデータチェックを行うことで、データチェックに掛かる時間を省略す
ることができるようになった。
　なお、データに問題があった場合は、その場で修正することも可能。修正
できるのはページサイズや色変換、塗り足しの作成など。修正作業は特別
なアプリケーションを必要とせず、Webブラウザ上で対応できる。

毎分71枚という高速機ながら
一般的なオフィスで使われる
100V電源に対応する機種は珍
しい。ライトパブリッシング市場
のエントリー機として期待される

データチェック方法は、①プリントパックに任せる、②クイックデータチェックサ
ービスの2つから選べる。クイックデータチェックサービスの使用料は無料

デジタル印刷・製版・オフセット印刷

　デジタル印刷は、いまや印刷方法の一つとして欠かせないものにな
った。印刷会社や製版会社に、なんらかの高速デジタル印刷機がある
ことは珍しくない。さらに、一般企業内の複合機も高速化が進み、それ
が印刷の内製化を促している。印刷のプロである印刷・製版会社とし
ては、発注企業の内製化に対して何らかの対策を講じることが待った
なしの状況と言えるだろう。そんな中、デジタル印刷機で目立つのがク
リアやシルバー、ゴールドといった特殊トナーや、高彩度化したト
ナーを使った付加価値印刷である。そして、小ロット、短納期というメリ
ットを活かし、さらに手仕事のような後加工を行うことで、顧客満足度
を高める印刷を提案することが求められている。
　一方、製版の分野ではPDF/X-4を使った入稿＆下版、Adobe 

PDF Print Engineを使ったRIP処理が普及し、ワークフローRIPを
軸としたプルーフ、刷版出力が当たり前。プロジェクトの進捗状況を社
内ネットワークで共有し、さらに営業マンが出先で確認できるようなソリ
ューションが本格的に稼働し始めている。簡易プルーフの代名詞だっ
たケミカルプルーフは感材の販売修了時期が迫っており、大判イン
クジェットプリンタによるプルーフが増えるだろう。
　商業印刷の世界では、今年もUV化がトレンドになることは間違いな
い。速乾性が高く納期を短縮できるUV印刷は、今や印刷会社が取
り入れたい設備の上位に入ると言ってよい。次のステップは、印刷時
間が短くなって空いた時間に新しい仕事を入れる、あるいは、さらなる
コストダウンを狙った生産効率、人的負担への挑戦になりそうだ。

▶デジタル印刷のエントリー機は70～80枚機が主流に

▶小ロット印刷ならではの機動力を活かした実験的実例が登場

▶テキスタイル印刷も大判インクジェットでこなす時代へ

▶MISと印刷現場の情報が連携して最新状況をタブレットで確認

▶枚葉オフセット印刷はUV化が加速する

OVER
VIEW

一般オフィス電源（100V）で
稼働する高速プリンタ

topic

034
無料のデータチェック機能で
印刷通販を安全に利用できる

topic

035

2015-2016 話題＆注目のトピックス110を総まとめ
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　コダック合同会社は、品川区東品川近郊に同社のデジタル印刷システム
「Kodak NexPress」専用のデモセンターを開設した。
　開設されたデモセンターでは、Kodak NexPressの見学やデモンストレ
ーション、印刷テスト、導入企業に向けたトレーニングなど各種サービスが提
供される。また、Kodak NexPressの特徴であるゴールド印刷や1mまで
対応する長尺印刷、グロス加工、ディメンジョナル（盛り上げ）印刷など、印
刷の付加価値向上に取り組む印刷企業が制作した実サンプルも豊富に
取りそろえているそうだ。
　デモセンターには会議室も設置。この会議室は希望者に貸し出され、勉
強会やセミナーに利用できる。

　エプソン販売は、大判インクジェットプリンタ「SureColor」シリーズの新
しいラインアップとして、新しい「UltraChrome HDXインク」を搭載した
10色顔料インクモデル「SC-P9050シリーズ」（B0サイズ／698,000円）
および「SC-P7050シリーズ」（A1サイズ／398,000円）の発売を2015
年10月中旬より開始した。
　「UltraChrome HDXインク」は、フォトブラックインクの顔料粒子量が
従来より1.5倍増量し、黒濃度を向上させたもの。顔料粒子量が増えたこと
で用紙表面への定着性が向上し、より深い黒みを再現することに注力した。
カラー印刷時にはより立体的に絵柄を表現することが可能となり、モノクロ
印刷時にはシャドウ部の微妙な階調の変化を忠実に再現できるという。
　そして、10色顔料モデルのインクシステムにはバイオレットインクまたはラ
イトグレーインクが選択できる2タイプを用意。バイオレットインクモデルの場
合、青から紫の色域が拡大。オレンジ、グリーンインクも搭載されることで、
写真品質にこだわるポスターや、特色再現が求められるパッケージ印刷の
プルーフ用途としての利用が期待されている。
　本体の紙送り機構も改良されており、インク着弾精度、紙送り精度など
が向上。高速モードでも安定して印刷できるため、生産性向上にもつながっ
た。

Kodak NexPressデモセンター
コダック合同会社営業本部　TEL：03-6837-7285

Kodak NexPress専用の
デモセンター開設

topic
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新インク「UltraChrome HDXインク」を搭載したSureColor登場
topic
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写真はB0サイズの「SC-P9050シリーズ』

ライトグレー搭載モデル

フォト
ブラック

マット
ブラック

ライト
グレー シアン

シアン

ライト
シアン

ライト
シアン

ビビッド
マゼンタ

ビビッド
マゼンタ

ビビッドライ
トマゼンタ

ビビッドライ
トマゼンタ

イエロー

イエロー

グリーン

グリーン

オレンジ

オレンジ

グレー

グレーフォト
ブラック

マット
ブラック バイオレット

バイオレット搭載モデル

ライトグレーインク搭載モデルとバイオレットインク搭載モデルの違い。商品を購入した後でライトグレ
ーインクとバイオレットインクを入れ替えることはできないので、用途に合わせて導入したい

　ハイデルベルグ・ジャパンとリコージャパンは、日本国内における販売協
業を強化し、ハイデルベルグ独自のデジタルフロントエンド「プリネクトDFE」
とリコーの「RICOH Pro C7100、C9100シリーズ」を組み合わせたデジタ
ル印刷システムの販売を開始した。
　今回ハイデルベルグの自社商品として販売するのは、デジタル印刷機
「ライノプリントCV」と「ライノプリントCP」。ライノタイプ・ヘル時代から定
評のあるCMSと優れた操作性が、オフセットワークフローとシームレスに統
合されたプリネクトDFEを確立し、本格的なオフセット・ハイブリッド・ワーク
フローを実現している。

ライノプリントCV

ハイデルベルグとリコー、
日本国内における協業を強化

topic

036



038

デジタル印刷・製版・オフセット印刷

■先進的な印刷事例をビジネスに活かす

　「PIXIアワード」は、富士ゼロックスがアジア・パシフィック地域（16カ国）で
毎年開催するプリント作品のコンテストである。2015年度は26部門で審査が
行われ、9の国と地域の作品が優秀および最優秀賞に選ばれた。応募作品
の条件は、「富士ゼロックスのデジタル印刷機で印刷されたもの」であること。
デジタル印刷の新しい使い方、見せ方を訴求した作品が集まるため、受賞作
品にはオーソドックスな印刷物で高品質なもの、一般的な印刷物にない〝特
殊印刷〞や加工を施したユニークなものなど、多様な作品が並ぶ。
　ここ数年の受賞作品の傾向について、日本でPIXIアワードの広報を手掛
ける富士ゼロックスの中村眞砂恵氏（プロダクションサービス営業本部）は、
「（受賞作品は）作り手の遊び心が存分に活かされたものが多いです。極小ロ
ットならではのこだわりも多く見られます」と語る。スタート当時は書籍やマニュ
アル、パンフレット、リーフレットなどオーソドックスな印刷物しかなかった募集カ
テゴリーも、回を重ねるごとに増えてきて、2015年には26部門になった。これ
は、多様な応募作品の種類に合わせた結果だそうだ。
　「応募作品のクオリティは、年々アップしています。特にタイやマレーシア、シ
ンガポールなどの作品は面白いですね。デジタル印刷という既知の概念を越
えて、スペシャリティの高い、アイデアに富んだ作品が印象に残ります。日本の
応募作品は、広い消費者を意識した印刷物で、すぐにでも使える、商品力の
高いものが多いようです」
　日本国外の受賞作品を眺めると、小ロット、1回限り、という発注に対して、
一般的なデジタル印刷機の使い方の範疇を超えて手作業的なノウハウと後
加工のアイデアを盛り込んだ印刷物が多い印象を受ける。一方、日本からの
応募作品は、小ロットとはいえ継続的な仕事を見込んだものが多く、品質保証
と生産性が両立する作品に仕上がっている。そのためなのか、採算を度外視
したような作品は、海外勢に軍配が上がる。

■海外と日本の違いを知るよい機会に

　たとえば2013年のデジタルパッケージ部門を受賞したのは、LBラベル＆パ
ッケージング社（タイ）。大量生産されるのが当たり前だったパッケージの印刷
で、〝一点物〞のようなオーダーメイドなパッケージを提案し、生産力の向上とユ
ニークなパッケージデザインを両立させたことが受賞の理由になった。
　また、シュ・ハイ・ジャー・ツォー社（中国）が制作した中国の伝統絵画コレク
ションのブックレットは、印刷用紙に書画用紙「宣紙」を使い、Color 800／
1000 Pressで印刷。このアイデアと印刷品質の高さが受賞の決め手とな
り、2012年の書籍・マニュアル部門および全部門で最優秀賞となった。
　「デジタル印刷に25gsmという薄紙の書画用紙を使うなんて、普通は考え
られません。でもこの会社は、書道や水墨画といったコンテンツの個性を活か
すためにどうしても宣紙を使いたいと、コート紙に貼り合わせて印刷するという
アイデアを見つけたようです。こうした〝メーカー保証外〞とも言える印刷のアイ
デアは、私たちメーカーにとっても学びが大きいですね」
　一方で日本の受賞作品は、折りや切り抜きなどの加工も駆使したPOPやス
タンドなど、印刷物を自社商品として売り出す商業的なものが多い。日本では
オンデマンド印刷が商業印刷の方法として普及しているため、印刷品質や後
加工を含めたトータル技術で技を競うことが多いからだろう。
　PIXIアワードの受賞企業が、海外は広告やデザインから印刷まで手掛ける
企業であることに対して、日本では印刷が主体である企業に集中していること
は、作品の特徴にも映し出されているのではないだろうか。クリエイションと印
刷の現場は、物理的にも心情的にも近いほうが創造性に富んだユニークな
印刷物を生みやすいのだろう。PIXIアワードは、アジア・パシフィック市場の中
で、自社の印刷技術やクリエイションがどんなポジションにあるのかを知るよい
機会にもなる。「これは！」と思うデジタル印刷の成果が出たら、応募してみる
こともまた自社のセールスポイントのひとつとなるのではないだろうか。

富士ゼロックス、第8回目となる「PIXIアワード」受賞作品を発表
topic
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BFブックス社（韓国）は、点字印刷の下地にColor 1000 Press
のクリアトナーを使い、重ねて印刷することで樹脂の定着性を向
上、耐久性もアップさせるというアイデアを生み出した（2013年書
籍・マニュアル部門最優秀賞）

北陸サンライズ（日本）は、
DocuColor 5656Pによる
印刷、切り抜き加工を組み合
わせ、ユニークな形状の販促
POPを制作（2015年販促品
部門優秀賞）

群馬県伊香保にある温泉旅館「香雲館」の作品。DocuColor 
1450GAを使い、宿泊客の名前を入れた箸袋や小物の他に、大
根灯籠や料理皿にもメッセージを入れている。日本らしいおもてなし
が高く評価された（2015年マルチピース部門優秀賞）

●国別に見るPIXIアワード2015受賞企業

国 最優秀賞 優秀賞

オーストラリア 6 5

タイ 5 3

香港 3 2

シンガポール 3 0

マレーシア 2 0

台湾 2 0

中国 1 4

韓国 1 0

日本 0 2

シュ・ハイ・ジャイ・ツォー社（中国）は、中国の伝統絵画コレクショ
ンを宣紙に印刷。繊細な絵画の風合いや完成を維持する再現性
と、Color 1000／800 Pressを使った印刷技術の高さが評価さ
れた（2012年書籍・マニュアル部門および全部門最優秀賞）

LBラベル＆パッケージング社（タイ）の作品。オーダーメイドのよう
なパッケージへの需要が高まってきたことを受け、Color 1000 
Pressで必要に応じて多様な特別仕様の箱を印刷し、顧客の要
望に応えている（2013年オンデマンドパッケージデジタルパッケー
ジ部門最優秀賞）


